
 

 

私がなぜ、このように考えるようになったかと

いうと職場においてのストレスチェックの周知度

が低い事に気づかされた事が発端です。同僚に、自

分自身には不調がないと、単に面倒なテストでし

かないので、義務でないなら受けないという人が

いました。「面倒くさい」と言うのです。私が職場

環境の改善につながると説明しても、一個人には

関係ないと一蹴されました。その時はまだ、私は産

業カウンセラーになるための勉強中でした。成す

術もなく状況を変えられない自分に歯がゆさを感

じました。このような拒否者の意見を拾うような

体制では無い職場状況にも、失望しました。今思う

と、それは職場の実施者の責任ばかりとはいえな

いでしょう。ストレスチェック制度が実施される

ようになったのは 2017 年です。組織は体制作り

に追われていて、職員個人に必要性を丁寧に説明

する余裕など無かったように思われます。 

このような出来事から、私はメンタルヘルスの

社会全体の認知度を上げることの重要性に気づか

されました。今回のような機会を頂き感謝してお

ります。カウンセラーとして入口に立った今、原点

に立ち返る良いきっかけとなりました。ひしひし

と、その責任の重さを感じます。産業カウンセラー

として社会への働きかけの重要性を理解しまし

た。それが今後、誰かの背中を押すきっかけとなる

はずです。今後は先輩たちに教えを請い、自己研鑽

に励む所存です。 

 

 

 

  
秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは! 回覧板冬号をお届けします!  

メンタルヘルスについて思うこと 

星野 麻衣子 

この度のリレー投稿のご依頼を頂き、資格取得

一年足らずの私がお受けしても良いのだろうか

と悩みました。が、どんな事でも良いからと背中

を押されましたので、資格取得以前より心に抱い

ていた事を述べさせて頂きます。 

私は、常々メンタルヘルスへの理解が深まった

社会が望ましいと考えています。心身ともに健康

な状態ならば、働きやすい世の中になるのではと

思うのです。そのような状態で生活し就労できれ

ば、モチベーションが上がる事でしょう。そして、

多くの人がそのような状態で働きやりがいもみ

つけられたら、生産性の向上につながるかもしれ

ません。それは、事業者にとっても有益なことに

なるのではないでしょうか。 

しかし、メンタルヘルスという言葉が定義され

て、一般的に使われるようになったのは、2000 年

代に入ってからでした。まだ日は浅く、そのため、

心の健康、メンタルヘルスについて周知されてい

るのか疑問です。そもそも、精神的にダメージを

受けている状態は一般的な身体疾患に比べ分か

りづらく、精神論で片付けられてしまうことさえ

あります。実際には四人に一人は精神疾患に罹っ

ているということや、気合いで治るものではな

く、治療が必要なことだと言われても、まだまだ

ピンとこない人が多数いるのではないでしょう

か。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋田県 運営 部へ の 問 い 合わせ な ど にご利
用ください。 
運営部⾧連絡先 080-9259-6005 

メール jaico_akita●yahoo.co.jp 
スパムメール防止のため、●を＠に置き換え
てご利用ください 

 

 


